【電気機械器具製造業】

職種：営業技術　　職務：営業技術

【概要】

　製品・システムに関する技術的事項の説明、技術的クレームへの対処、納入した製品・システムの修繕、技術指導など、顧客に対して技術的サービスを行う仕事。

【仕事の内容】

　営業技術の仕事は、製品・サービスに関し、顧客と技術面での対応を行う仕事である。

　具体的には、技術面からの営業支援、技術的クレームの処理、製品補修、顧客に対する技術指導などの仕事が含まれる。会社によっては、「セールス・エンジニア」「カスタマー・エンジニア」などと呼ばれることもある。なお、営業技術が独立した職種として存在しない場合には、設計技術者がこの仕事を兼ねる場合もある。

　営業技術は顧客に対する技術面での窓口の役割を果たしており、他の技術系職種と比べて顧客と接する機会が格段に多いのが特徴である。このため、営業技術者には、顧客に対して自社製品の技術的優位性を的確に説明して販売を促進することに加え、顧客との接触を通じてクレームや潜在的な要望を収集・蓄積し、これを踏まえて将来の製品開発に結び付けていく役割が期待されている。

（1） 【求められる知識・経験】

（2） 多くの場合、大学もしくは大学院または高等工業専門学校等において、機械、電気・電子など製品・システム関連技術の基礎を身につけている者が営業技術に配属される。会社によっては、初任配属は行わず、設計など技術部門で一定の実務経験を積んだ者を配属させる場合もある。

（3） 営業技術は、業務の性質上、顧客と接する機会が格段に多く、顧客との折衝力や人的ネットワーク形成能力、そして何よりもヒトと接することが好きなこと（苦手でないこと）が業務を円滑に遂行するうえで特に重要となる。

（4） また、営業技術者には、技術的専門知識を活かして、提案型営業、あるいはコンサルティング型営業とよばれるスタイルの活動が期待される。このため、日頃から最新の技術動向の把握に努めるとともに、顧客の抱える技術上の問題点を見抜き、その解決に向けた新たな製品開発テーマを提案するなどの問題解決能力が求められる。

【関連する資格・検定等】

· 技術士（機械部門、電気・電子部門）

· 電気工事士（第１種・第２種）

· 家電製品エンジニア

など

【労働省職業分類（小分類）との対応】

　０３１　機械技術者　　０３４　電気技術者
